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◼ 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

◼ ＪＯＤＡ理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

◼ 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

◼ 写真資料について 

1. このレポートを補足する資料として必要な場合は、 文中に貼り付けて下さい 

2. 他国のＯＰ艇を接近して撮影することを禁止します 

 

気温、水温、ウエアに

ついて 

デンマークの夏は涼しく水温は低め。 

天気の良い日は夏用のウェアでレースに臨めたが、天気が少しでも悪いと肌寒く、スーパーウォームを

着用する日もあった。 

海面（湖面）の特徴や風

の傾向 

波が穏やかで、潮はあった。 

風は一定の時もあれば振れる時もあった、軽風～微風だった。 

セッティングで注意し

たこと 

自分の使用しているセールが深めなので、深くなりすぎないよう浅めのセッティングにした。 

セーリングで注意した

こと 

他選手への声掛けを英語で行うこと。 

いつも通りの走りができるよう心がけた。 

海上で練習したこと 走り込み、タッキングマッチ、回転練習等。 

 



実際のスベリは 

どうでしたか？ 

よく走れた。 

スタートは 

どうでしたか？ 

いつもより上手くスタートできた。 

コース戦略は 

どうでしたか？ 

風がよく振れる時は振れタックを意識して、風が一定の時はブローの場所を把握してコースを組み立て

た。 

自分より上位の選手と

の違いは？ 

タックの上手さ。 

国内の練習で 

役立ったこと 

スタート練習。 

国内の練習で 

足りなかったこと 

回転の練習。 

印象に残った 

外国選手は？ 

イタリアチームの方々 。 

行く前と、行ってからで

違ったことはありまし

たか。 

自分と同じセールを使い、自分よりも速い選手達が居たのを見て、自分にも可能性を感じる事ができた。 

今後の 

課題と目標は？ 

タックや回転が課題だと思いました。 

OPの全日本選手権で優勝するのが目標です。 

JODAへの要望 特にありません。 

その他 このような貴重な機会をいただき、本当にありがとうございました。 

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


